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2019/11/26 水野 昭 

イワタと教科書体 

 

１．教科書体を取り巻く状況 

 教科書の文字がどのように変化してきたかを時系列順に列挙しました。 

・明治のはじめの頃、日常的に毛筆が使用されていた 

・明治時代末から大正時代にかけて、ペンや万年筆が流行。学校では鉛筆が用いられており毛筆はすで

に使用が限られていた。 

・昭和 10 年(1935)発行の文部省国定教科書「小学国語読本（尋常小学読本）巻五」に楷書体の活字

に毛筆のひらがなが使用された。このころの字体に関して指針を示したものを文部省活字といい、のち

に教科書用専用活字、教楷書などと称した 

・昭和 24 年(1949)に当用漢字字体表で日本の漢字字体が統一された 

・昭和 27 年(1952)に文部省が文部省刊行物制作便覧に書体見本として「教科書楷書体」という名称

を使用 

・戦後は文部省検定による民間教科書会社の発行となった（戦前の教科書は国定だったため教科書の書

体は文部省活字一種類）。また当用漢字字体表の制約と合わせて教科書会社、書体メーカとしては独自

の教科書体を作る必要が出てきた。 

・昭和 30 年(1955)、イワタ（当時は岩田母型製造所）から教科書用の書体が登場 

・昭和 33 年(1958)に文部省がはじめて「教科書体」の名称を使用 

・昭和 33 年(1958)に小学校学習指導要領が初めて告示。その中の学年別漢字配当表によって 881 文

字を各学年に配分し学年によって学ぶ漢字が定められた。 

・昭和 52 年(1977)に文部省が小学校学習指導要領で教科書の字体標準 996 文字を定めた。その後、

平成元年(1989)には 1006 文字になった。 

・令和 2 年(2020)に都道府県名に使われる 20 文字が追加され 1026 文字になる。（平成 29 年 3 月

31 日に次期学習指導要領が公示。4,5,6 年の学習漢字が増える） 

 

２．イワタの教科書体 

 イワタの教科書体の歴史を見本帳と原図から追ってみました。 

（１）1955 年（昭和 30 年）の活字見本帳に「教科書用かな」と「教育漢字」が登場。書体名は無し。

このころにイワタ(岩田)教科書体の原型が作られた。（戦後、教科書が国定から検定方式に変わったことに

より各社で教科書体の開発が進められた） 
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図 1.1955 年の活字

見本帳の表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1955 年の活字見本帳のとびら 
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図 3.1955 年の活字見本帳より「教科書用かな」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1955 年の活字見本帳より「教育漢字」 

 

 



4 
 

 

 

（２）1959 年（昭和 34 年）の活字見本帳に「教楷書」が登場。一号から六号、および 12pt と 6pt。

1955 年のものとはデザインが異なる。教楷書は楷書系の名人・大間善次郎が種字を彫り電胎母型で母型

を製造。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1959 年の活

字見本帳の表紙 
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図 6.1959 年の活字見本帳のとびら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1959 年の活字

見本帳より「教楷書」 
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（３）現在のイワタ教科書体 

 昭和 34 年の 9pt 電胎母型の教楷書をもとにベントンで製作。1966 年（昭和 41 年）、文部省通達の

書体に倣い教科書体原字を作成（当用漢字 1850 字）し、文部省 OB の江守賢治氏に監修依頼した。これ

が現在残っているイワタ教科書体。 

1979 年（昭和 54 年）の活字見本帳には「教楷書」と「教科書体」の 2 つが掲載されておりしばらくの

あいだ並売していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.1959年の活字見本帳より「教楷書」

と「教科書体」（一号と二号が教楷書、三

号が教科書体） 
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図9.1959年の活字見

本帳より「教楷書」と

「教科書体」（四号から

8 ポまでが教科書体、

6 ポが教楷書） 

 

 

 

 

 

 

（4）現在残っているイワタ教科書体原図 

 （ａ）漢字 
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 （ｂ）仮名（硬筆） 

 

 （ｃ）仮名（軟筆）：市販化されていない 

 

 

（5）現在のイワタ教科書体［デジタルフォント］ 

 （ａ）漢字 
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 （ｂ）仮名 

  
 

 

 

 

 

 

 

（6）イワタ教科書体の原図提供、書体ライセンス先 

 1965 年（昭和 40 年）モリサワ（教科書 ICA） 

 1978 年（昭和 53 年）写研 

 1982 年（昭和 57 年）日本電気漢字システム（FA 教科書体） 

 1986 年（昭和 61 年）富士通（FC 教科書体） 

 

 その他、リョービイマジクス、キヤノン販売（FG 教科書体） 

 ・教科書会社 

  三省堂（特注書体）、日本標準など 

 ・学参出版社 

  公文研究会、ベネッセ、学研、新学社、青葉図書、学校図書、光村教育図書、日本標準、明治図書、好学

出版、日本コスモトピアなど 

 ・新聞社 

  京都新聞社、西日本新聞社、下野新聞社、神奈川新聞社、山梨日日新聞社、宮崎日日新聞社、聖教新聞社

など 

 

 

3．新教科書体の登場 

 

（１）開発の背景 

 イワタが教科書体を世に出してから半世紀以上。従来の教科書体はほとんど印刷用書体として用いられてき

ました。今後もこれらの書体が重宝される一方で、電子デバイス／ICT 向けの書体の需要が増えており、なか

でも教科書はじめ学習参考書のデジタル化が急速に高まりつつあります。このような背景を踏まえ、新しい教

科書体を制作しました。 

 

（２）目的 

 ①現代の書きぶりに則した学習参考書、教科書用書体 

  － デジタル参考書、デジタル教科書体に対応（電子デバイスでの読みやすさを考慮） 
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  － 縦組みと横組みに対応（横組み用仮名を用意） 

  － 従来より硬筆を意識し現代の書きぶりに則した書風とする 

  － 欧文は従来教科書体のデザインを踏襲する（丸ゴシック） 

 

（３）使用媒体 

 ・電子媒体および紙媒体 

 

（４）デザイン仕様 

 ・同じサイズでも大きく見える 

  UD（ユニバーサルデザイン）の知見をいかし、フトコロを広めにとった現代風デザイン 

 ・筆順がわかりやすくなるよう画線の構成を工夫 

 ・現代的な手書きの字形 

  － やさしい右上がり 

  － おおきなループ 

  － 硬筆に近い起筆 

 

（６）デザイン 

 （ａ）漢字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｂ）仮名 
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 （ｃ）仮名（横用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）デザインの特徴 
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※本資料に掲載している文章および図版の無断転載、無断使用は禁止します。 

 


